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No. 34 (1989) 

麻酔前投薬としてのラニチジン錠の効果

一一塩酸ロキサチジンアセタートを対照薬とした二重盲検比較試験一一

野口純一べ山村秀夫ぺ天木嘉清川，川添太郎ぺ小林建ーへ田上恵叫

長野政雄市7，釘宮豊城ぺ山本亨ぺ川島紘一郎

ラニチジン錠の麻酔前投薬としての有用性をロキサチジンを対照薬として二重盲検比較試験に

より検討した。

1) 試験実施総症例数は230例で，ラニチジン群，ロキサチジン群各 115例であった。そのう

ち解析対象例はラニチジン群108例，ロキサチジン群 109例であった。

2) 胃液量，胃液pHに対する効果判定では麻酔導入直後，抜管時および両者を合わせた総合判

定のいずれにおいても両群聞に有意差は認められなかった。

3) 概括安全判定においても両群聞に有意差はなかった。

4) 有用度判定は「有用」以上がラニチジン群 90.7%，ロキサチジン群 89.9%であり，両群間

に有意差は認められなかった。

以上の成績により，ラニチジン錠はロキサチジンと同等の効果を有し，麻酔前投薬として有用

性が確認された。

＊ 本報告は『新薬と臨床J,37 (11), 2091-2101 (1988）に発表．
1：川崎市立川崎病院麻酔科，＊2：東京専売病院，判：東京慈恵会医科大学青戸病院麻酔科，判：埼玉医

科大学総合医療センター麻酔科，判：東京慈恵会医科大学附属病院麻酔科，判：東京大学医科学研究所附

属病院麻酔科，町：慶麿義塾大学病院麻酔科川：東京大学医学部附属摘院麻酔科 判：日本大学医学部附

属板橋病院麻酔科
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